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大学体育の水泳実技における視力低下者の調査
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A study of physical education activities in the university swimming classes for 

students with poor eyesight 
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Abstract 

The purpose of this study was to investigate the status of eyeglasses or contact lens wear in swimming classes 
among the students and to examine the safety of swimming classes. 
Results were summarized as follows; 
1) The percentage of students wearing eyeglasses or contact lens in daily life was 75% of all . 
2) The percentage of students who have under 0.1 vision was 43% of all . 
3) There were 51% of students wearing eyeglasses or contact lens in physical education activities on 
ground， and 19% in water (p<O.Ol). 
4) Forty five % of students complained some problem with poor eyesight in swimming classes. 

It is important matter for students with poor eyesight to make high educational effect， and the pursuit of 
safety. 
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緒 E 

視力低下(裸眼視力1.0未満)は虫歯と並んで，学齢期における疾病異常の出現率の上位を占めているために保健教育

学的にも重視されている健康障害であるヘ学校保健統計調査報告書9) によると，小学生の約25%，中学生の 50%，高

校生の 60%以上は裸眼視力1.0未満を示し，児童・生徒の視力低下は年々増加していると報告されている。視力低下者

は8歳頃から増え始め，その後加齢に伴い増加を示すが，とくに 12歳から 14歳までの中学期に著しく増加し， 15歳以

降ではほぼ定常状態を保つヘ

このような現象により，近年では体育・スポーツ活動時においても，安全性や競技力向上の観点から視覚機能の重要

性ωが報告されている。とくに競技スポーツ活動では，視覚機能の測定評価4) やビジュアルトレーニング111〕，視力矯

正1013)，および眼外傷の予防ω等に着目し，ノfフォーマンスと視覚の研究が盛んに行われている。また，眼鏡やコンタク
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大学体育の水泳実技における視力低下者の調査

トレンズ等の矯正用具の開発も進歩しlベ視力低下者が身体運動を行う上でのハンディは軽減されつつある。

しかしながら，水泳は特殊環境で行う身体活動であるために矯正用具の使用が制限されるO 水泳環境下における視力矯

正状況は現在のところ，水球競技選手を対象にした報告5，6，10) に留まっており，教育現場などでの状況は把握されていなし、。

そこで本研究では，水泳実技を受講している視力低下者の実態および意識調査を行い，視力値や矯正状況を明かにし，授

業での安全性と教育効果について検討することを目的とした。

方法

1. 調査対象

調査対象者はT大学の一般体育水泳受講者で、ある， 8クラス男女240名とした。

2. 調査内容

水泳受講者における視力矯正状況の実態を明らかにするために，以下に示した項目についてアンケート調査を行った。

(1) 日常生活における視力矯正の状況

(2) 日常生活における矯正方法

(3) 裸眼視力値

(4) 矯正視力値

(5) 水泳実技における視力矯正の状況

(6) 水泳実技における矯正方法

(7) 陸上での体育実技における視力矯正の状況

(8) 陸上での体育実技における矯正方法

(9) 水泳実技時における問題点

3. 調査期間

調査期間は 1994年6月とした。その間に行われた一般体育・水泳実技の授業において調査を実施した。

4. 調査方法

各授業終了後に，質問紙法によるアンケート用紙を配布し，対象者の記入後直ちに回収した。

5. 統計処理

陸上での体育実技と水泳実技における矯正状況の有意差検定はど定を用い，いずれの場合も危険率5%未満をもっ

て有意とした。

結果

(1) 日常生活における視力矯正の状況，および矯正方法

調査対象者240名中，日常生活において何らかの視力矯正を行っている者(日常矯正者)は 180名であり，全体の

75%を示した。また， 日常矯正者が矯正方法として使用する用具は，眼鏡のみの者が最も多く 29%，次いでハードコ

ンタクトレンズ (HCL)が22%，ソフトコンタクトレンズ (SCL)が13%，眼鏡とコンタクトレンズを併用している

者が11%であった(図1)。
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(2) 裸眼視力値

組み合わせ

11 % 

眼鏡

29% 

図 1 日常生活における視力矯正方法

n=240 

図2は調査対象者240名の裸眼視力値を示した。裸眼視力0.1未満は全体の43%， 0.1以上0.3未満は 19%， 0.3以

上0.7未満は7%， 0.7以上は27%であった。

(3) 矯正視力値

図3は日常矯正者180名が矯正用具を用いた場合の視力値を示した。矯正視力0.1未満は認められず， 0.1以上0.3未

満は1%， 0.3以上0.7未満は13%， 0.7以上は86%であり，大半の者が0.7以上の視力を得ていた。

(%) 100 r (%) 100 

80ト 80

60ト 60

40ト際機襲撃事 40 

20トIIII1 ::::::1 問問問=<1 U::::::mnnrぷI 20 

。l 1'，:，'，:':':':"""'"滋虫剤 臨海 i 詰::::~:=鰍~! 1:，:，:，綴織在洞 院獄::::;!;:::;:::;:::唱 。
0.1未満 0.3未満 0.7未満 0.7以上 0.1未満 0.3未満 0.7未満 0.7以上

図2全受講者における裸眼視力値の分布 (n=240) 図3日常矯正者における矯正視力値の分布 (n= 180) 

(4) 水泳実技と陸上での体育実技における視力矯正の状況，および矯正方法

調査対象者240名中，水泳実技時において何らかの視力矯正を行っている者は45名であり，全体の19%を示した。

それに対し，陸上競技やサッカー，バレーボール等の陸上で行う体育実技において視力矯正を行っている者は122名と

全体の51%であり，水泳実技と比較して有意に高い値を示した(図4，X 2=57.430， p<0.01)。また， 日常矯正者180

名中，水泳実技での視力矯正の割合は25%，陸上での実技では68%を示した(図5)。

水泳実技時に矯正方法として使用する用具はコンタクトレンズが16%，度付きゴーグルが3%を示した。陸上での

実技ではコンタクトレンズが39%，眼鏡が12%を示した(図4)。
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図4水泳実技と陸上実技における視力矯正方法

60 
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。
陸上実技

日常矯正者における水泳実技と陸上実技での視力矯正状況

水泳実技

図5

水泳実技時における問題点(5) 

全受講者240名を対象に，水泳実技時における問題点を回答させた。最も多い回答は「指導者の指示，模範がわから

ない」であり，全体の45%を示した。

図6にはこの回答を示した者の割合を裸眼視力値別に示した。裸眼視力0.1未満では 79%. 0.1以上0.3未満では 69

%と高い割合を示し. 0.3以上0.7未満では36%. 0.7以上では28%と裸眼視力値が高くなるにつれて減少を示した。

その他の問題点としては.r泳いだ後，眼が痛い」が41%.r泳いだ後，眼が見えにくい」が36%;r泳いでいて，他
の人にぶつかる」が27%. rプールサイドが歩きにくい」が 19%を示した。

100 (%) 80 60 40 20 。
0.1未満

0.7以上

0.3未満

0.7未満

図6裸眼視力値と「指導者の指示，模範がわからない」と回答した状況
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大学体育の水泳実技における視力低下者の調査

考察

調査対象者240名中，日常生活において何らかの視力矯正を行っている者は全体の 75%を示した。また，陸上競技や

サッカー，バレーボール等の陸上で行う体育実技での視力矯正者は51%であったが，水泳実技において視力矯正を行っ

ている者は全体の 19%のみであり，陸上での体育実技と比較して有意に低値を示した。日常矯正者に対する矯正者の割

合では，陸上での体育実技が68%，水泳実技が25%であった。即ち，水泳実技での視力矯正率は低く，調査対象者の

43%が裸眼視力0.1未満であることを含めると，多くの受講者が適正な視力を確保できていない状態で水泳実技を行って

いることが推察された。これは水泳が水中という特殊環境で行われるため，眼鏡を使用することができないことが主な要

因であると考えられる。本研究における水泳実技時の矯正方法としても，コンタクトレンズとゴーグルの併用，および度

付きゴーグルの使用のみに限られたようである。

水中のスポーツである水球競技の場合，競技規則において眼鏡やゴークールの使用が禁止されている路)ために，視力低

下者は水中でコンタクトレンズを使用している九水中でのコンタクトレンズ使用は，紛失の可能性が高く， さらには角

結膜炎等の眼障害の発症頻度が高い傾向にあるω にもかかわらず，水球選手がコンタクトレンズを水中使用する理由は，

適正な視力を確保していなければ競技において不利な条件になりうるからであるO 視覚機能を総合的に評価するにはコン

トラスト感度や深視力，動体視力など様々な能力が必要であるが， これらの能力の基礎となるものは視力(静止視力)と

されている九即ち，視力が低下している場合は視覚機能全般に悪影響を及ぼす可能性が考えられる。従って，競技者に

とって高いパフォーマンスを発揮するために，視力矯正は重要な条件である考えられている。

本研究の水泳受講者にとって，パフォーマンス発揮はそれほど重要な問題ではないにしても，授業を行う上で指導者の

指示・模範を理解し習得することは極めて重要である。しかしながら，水泳実技時における問題点として，受講者が最も

多い回答を示したのは「指導者の指示，模範がわからない」であり，全体の45%を示した。特にこの回答は裸眼視力0.1

未満の者に多く認められ，裸眼視力が高値を示すのに伴い減少を示した。このことは，主に指導者の動作等が受講者側か

ら認識できないことによって生じた問題であると推察される。しかし， この問題に関しては指導者・受講者の双方ともに

理解されていないのが現状のようである。受講者の中には， I指示・模範がわからなかった場合は，友達に聞いたり，大

体のイメージで行動する」と答える者も多く含まれていた。一方，指導者においても水泳実技中の視力低下者に対する特

別な配慮は大方行われていないと考えられる。従って，今後の対応策として指導者は，受講者の中に視力低下者が多いこ

とを把握しつつ，指示・模範を行うことが必要であり，視力低下者を前列に位置させる配慮も必要である。また眼鏡を使

用している受講者に対しては，眼鏡をプールサイドに持参させ，指導者の指示・模範の際には視力矯正をさせることによっ

て，以前より認識度が高まり教育効果も向上すると考えられるO

また，水泳授業後では眼の痛みやかすみ，充血などの症状を訴えるものが多い7) と報告されている。本研究においても，

「泳いだ後，眼が痛いjが全体の41%， r泳いだ後，眼が見えにくい」が36%を示した。これらは，プールの滅菌消毒法
として用いられる塩素消毒剤による影響と考えられ，これまでにも角結膜上皮の障害瑚や視覚機能の低下5) などの症状

が報告されているO 通常，角膜は涙液に含まれている脂肪成分の薄い膜 (tearfilm)により保護されているが，流水中

で眼を開いた状態ではこれが壊され，眼の障害が促進されるめと考えられている。こうした角結膜への障害が発生してい

る可能性も加えると，水泳実技後は安全性に支障をきたしている可能性が懸念されるO

水泳実技を行う環境は主に，プールサイドとプールの二種類の場と考えられるが，特にプールサイドは滑りやすく，転

倒等の傷害の発生する危険性が懸念されているヘ水泳実技時における問題点として， 19 %の受講生が「プールサイドが

歩きにくい」と回答を示したことからも裏付けられるように，特に受講生が適正な視力を確保できていない場合は，不安

感や恐怖感など様々な影響が現れやすいことを考慮し，その安全性を確保する必要性がある。

以上の結果，陸上での体育実技と比較して水泳実技では視力矯正率が低く，適正な視力を確保できていないことから生
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ずる問題点が示唆された。今後，授業を展開するにあたり，安全性や教育効果を含めて，視力低下者の対応策に積極的に

取り組む必要性が示唆された。

摘要

本研究では，大学体育における水泳実技の受講者を対象に，体育実技での視力矯正状況の実態および意識調査を行った。

その結果，

(1) 裸眼視力0.1未満の者は全受講者の中で43%を示した。

(2) 日常生活で視力矯正を行っている者は全体の 75%を示した。

(3) 陸上で行う体育実技において，視力矯正を行っている者は全体の 51%を示したが，水泳実技では 19%と有意に低

い割合を示した (p<O.Ol)。

(4) 水泳実技時における問題点として， r指導者の指示・模範がわからない」と答えた者が全体の 45%を示し，とくに

裸眼視力 0.1未満の者に多く認められた。

以上のことより，体育実技の水泳環境下における視力矯正率は低く，適正な視力の確保ができていないことから生ずる

問題点が示唆された。今後，水泳実技を展開するにあたり，安全性および教育効果を含めて，視力低下者の対応策に積極

的に取り組む必要性が示唆された。
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